
 
 

関連記事掲載・番組での紹介のお願い 
◎ 

 

竹中大工道具館 特別展 

千代鶴是秀 
－用を極めて美に至る－ 

 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 

このたび竹中大工道具館では、2015年 4月 29日(水・祝)から 5月 24日(日)まで、

特別展「千代
ち よ

鶴
づる

是
これ

秀
ひで

－用を極めて美に至る－」を開催いたします。 

 

千代鶴是秀は、大工道具を芸術へ昇華させたと称される大正・昭和を代表する鍛冶

の名工です。「神
しん

雲夢
う ん む

」「嵯峨の秋」「淡雪」「初契
はつちぎり

」、これらは是秀がカンナに

刻んだ銘。あたかも茶道具のように、大工道具に銘を刻み、箱書きをしたためて職

人へ届けることが、この千代鶴是秀以来広まっていきます。 

 

本展では、本邦初公開となる最高傑作、突きノミ「天爵
てんしゃく

」をはじめ、全国の道具所

蔵者から集まった作品約60点を展示します。大工道具にとどまらず、朝倉文夫の彫

刻道具、桜博士の笹部新太郎が接木に愛用した切出小刀など、卓越した芸術家・文

化人の仕事を支えた道具も紹介。さらに、道具や箱書きに是秀がしたためた、詩情

豊かな俳句や狂歌にも焦点をあて、道具をめぐる是秀の世界観へも迫ります。 

 

千代鶴是秀の傑作が史上はじめて集結する、またとない展覧会です。ぜひともご来

場くださいますようご案内申し上げます。また、あわせて貴媒体にて記事としてお

取り上げいただきたく、よろしくお願い申し上げます。 
 

なお、広報用写真をご用意しております。読者・視聴者プレゼントにつきましても

写真借用申込書にてお申し込みを受け付けております。ご希望の場合は、別紙の写

真借用申込書にてご請求ください。その他、ご不明な点や資料等のご要望、撮影な

どの取材を希望される場合は、下記の広報事務局までお問い合わせくださいますよ

うお願い申し上げます。 

謹白 

 

公益財団法人 竹中大工道具館 

 

 
◎竹中大工道具館事務局  

〒651-0056 兵庫県神戸市中央区熊内町 7-5-1 

TEL: 078-242-0216 FAX: 078-241-4713 e-mail: korehide@dougukan.jp 



名 称 千代鶴是秀－用を極めて美に至るー
会 期 2015年4月29日（水・祝）〜5月24日（日）
会 場 竹中大工道具館（神戸市中央区熊内町7－5－1）
主 催 公益財団法人 竹中大工道具館
共 催 木工具温故会、全国削ろう会神戸大会実行委員会
協 力 朝倉彫塑館、株式会社木屋、公益財団法人白鹿記念酒造博物館、土田刃物店、西宮市

詩情豊かな意匠と精緻な機能性をそなえた作
品群をつくりだし、「不世出の名工」と呼ばれる
千代鶴是秀。「まあよくも 鉄と暮らした 七十年」
と晩年に詠んだ、鍛冶一筋の生涯はいかなる
ものであったのでしょう。本展覧会では、史上
初公開となる千代鶴是秀の最高傑作、突ノミ

「天爵」をはじめ、全国の道具所蔵者から集め
られた作品約60点を一堂に展示します。

刀匠・石堂寿永を師とした修業時代から、後継
である長男・千代鶴太郎の失踪など苦難の時
期を経て、戦後に開花する是秀の生涯を、各
時代を代表する作品や詠んだ句などゆかりの
資料とともに辿ります。さらに、是秀が天才的
兄弟鍛冶と敬愛した国弘と義廣、師である石
堂寿永、人気を二分したライバル・石堂秀一、
長男・太郎や後を継ぐ鍛冶たちの作品群も対
比的に紹介し、是秀の作風を重層的に解説。

彫刻家・朝倉文夫の道具、水上勉『櫻守』の
モデルとして知られる桜博士・笹部新太郎の接
木小刀など、多彩な文化人との交流にもスポッ
トをあて、至高の道具をうみだした名工の世界
に迫ります。

道具鍛冶の最高峰・千代鶴是秀の傑作が一堂に集まる、
本邦初の展覧会です

A 千代鶴是秀（撮影：藤原正）
本名、加藤廣。明治7年生まれ。父は米沢藩
上杉家に仕えた刀匠・二代目長運斎綱俊。
明治9年の廃刀令で刀鍛冶から道具鍛冶へ
転向した叔父八代目石堂運寿是一（寿永）
に11歳で入門。先人の技を丹念に研究し、
名門刀匠家ゆえの素養があいまって、数々
の傑作をうみだす。昭和32年、84歳で死去。

B 千代鶴是秀と妻・加藤信



晩年にうみだされた最高傑作
「天爵」。史上初公開の展示

品です。一見、複雑にみえる
ノミの形すべてが、使い方や
研ぎ方を熟考した合理的な機
能にもとづいています。用を
極め、美に至った是秀の力量
を余すところなく伝える本展
の目玉展示です。

D 刻印カンナ
   （土田刃物店蔵）

是秀、その傑作の数々

C 突ノミ「天爵」（土田刃物店蔵）

是秀の自由自在な造形を伝え
るのが「切出小刀」です。魚
をモチーフにした 切 出 小 刀
は、是秀の得意としたもの。
狂歌をしたためた箱書も、是
秀の遊び心を伝えます。

長男・太郎は27歳で自殺。「白
梅の 咲くも春なり ちるも春」
とは太郎がつくった鉋刃「運
寿」に、失踪後、是秀が台を
つけて詠んだ句。鍛冶を学び
ながら、西洋音楽や石膏彫刻
といったモダン文化に憧れ、
失踪した長男の死は、その
後に著しく意匠化する是秀の
作風に大きな影響を及ぼしま
す。

E 切出小刀「香魚か秋魚か」
   （土田刃物店蔵）

早世した長男・太郎と彫刻作品

 F 千代鶴太郎のカンナ「運寿」
     （土田刃物店蔵）

主
な
展
示
品



〒651-0056 神戸市中央区熊内町7-5-1　竹中大工道具館
TEL:078-242-0216　FAX:078-241-4713
e-mail: korehide@dougukan.jp 

プレス関連の問い合わせ先

展示の内容は変更になることがあります。最新情報はホームページでご確認ください。

画像掲載については添付の申込書（FAX）にてお申し込みください。

多彩な文化人との交流

彫刻家・朝倉文夫も、千代鶴是秀
の道具の愛用者でした。ノミや玄
能、ヤスリなどの木彫道具だけで
なく、趣味の植木道具や包丁など、
生活全般の道具を是秀につくらせ
ます。本展では、朝倉彫塑館所蔵
の彫刻道具を展示し、大工にとど
まらない、多彩な是秀の文化人と
の交流を紹介します。

桜博士として知られる笹部新太郎。
彼もまた、桜の接木道具として、
千代鶴是秀の切出小刀を愛用。展
示品「一花に費し尽す、一生の功」
は、詩僧六如が桜ばかり描いた画
家・三熊思孝に寄せた詩の一句を
刻み、是秀が笹部のために製作し
た切出小刀です。

彫刻家・朝倉文夫

G 玄能「為　朝倉先生　長運」（朝倉彫塑館蔵）

笹部新太郎と桜

H 切出小刀「一花費尽一生功」（西宮市笹部  
      桜コレクション、白鹿記念酒造博物館）

主
な
展
示
品



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 広報用に画像データ（JPEG）をご用意しております。ご希望の方は下記ご記入のうえＦＡＸにてお申込み

ください。画像データをメールにて送信いたします。 

▶ ご紹介いただける場合、読者プレゼント用として竹中大工道具館ペア招待券 5 枚を提供いたします。ご

希望の際は下記の「希望する」をお囲みください。 

▶ その他、撮影などの取材をご希望される場合は別途事務局までご連絡ください。 
 

掲載媒体名

掲載予定日

貴社名

ご担当者名

E-mail

ご住所

電話・ＦＡＸ

プレスリリース内の写真をご参照のうえ、ご希望の画像の記号に☑をご記入ください。

　□B：千代鶴是秀と妻・加藤信

　□C：突ノミ「天爵」 　□D：刻印カンナ

　□F：千代鶴太郎のカンナ「運寿」

　□G：玄能「為　朝倉先生　長運」 　□H：切出小刀「一花費尽一生功」

読者プレゼント

月　　　　　　日

新聞　　／　　雑誌　　／　　テレビ　　／　　ラジオ　　／　　インターネット　　／

画像送付先

希望画像名

媒体種別
その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

希望する　　　　　　／　　　　　希望しない

　□A：千代鶴是秀（撮影：藤原正）

　□E：切出小刀「香魚か秋魚か」

 
 

 
【ご掲載にあたってのお願い】 

 

 

・画像をご使用の際は必ずご案内のクレジットをご表記いただき、申請の目的以外にご使用なさらないでください。 

・千代鶴是秀（A）では「撮影：藤原正」、道具写真（C、D、E、G、H）では「撮影：秋山実」とクレジットを表記ください。 

・掲載記事・番組内容について情報確認のためにゲラ刷り、原稿の段階で下記事務局まで FAX送信ください。 

・お手数ですが、掲載紙・誌、または録画媒体等を下記広報事務局あてに 1部ご寄贈願います。 
 

 報道関係お問い合わせ先 / 公益財団法人竹中大工道具館 

〒651-0056 神戸市中央区熊内町 7-5-1 

受付時間 9:30 〜 17:00（月曜日を除く） 

電話番号：078-242-0216    ファックス：078-241-4713 

メールアドレス ： korehide@dougukan.jp 

竹中大工道具館 HP ： http://dougukan.jp 

竹中大工道具館特別展 

写真借用申込書 「千代鶴是秀－用を極めて美に至る－」 

▲  

FAX：078-241-4713 
竹中大工道具館 広報事務局行き 


